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地域を守る消防団
　舟形町消防団が結成されて約半世紀。この間、消防団は災害防御や被害軽減のために第一線で活動し
てきました。高齢化が進む現代、消防団の役割が重要になってきています。しかし、働くところが少な
いなどの社会状況の変化に伴い、消防団体制の維持が難しくなりつつあります。
　今回の特集では、日々厳しい訓練に励む消防団員、関係者の姿を通して、私たちが知らない消防団活
動の現状、課題、今後のあり方などについて考えます。
　そして何よりも、いつの時代でも変わらない消防団員の「自分たちのまちは自分たちで守る」という
熱い想いに触れてみてください。

消防の任務
　消防は、その施設及び人員を活用して、国民の生命、身体及び財産を
火災から保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除し、及びこ
れらの災害による被害を軽減することを任務とする。（消防組織法第一条）

　災害現場などで消防活動にあたる人員として、

一般的には消防職員と消防団員がいます。消防職

員とは常勤の地方公務員で、消防本部・支署など

に勤務する職員のことをいいます。

　一方、消防団員とは、普段はそれぞれの職業を

持ちながらも、「自分たちのまちは自分たちで守

る」という精神に基づき、災害発生時には自宅や

　舟形町の消防団は、効率的に活動することができるように

町を７つに分けて編成しています。本町の消防団の概要につ

いて紹介します。

職場から出動する人をいい、極めてボランティア

に近いものといえます。こうした地域の住民によ

る消防団員によって構成されるのが消防団です。

その身分は非常勤の特別職の地方公務員で、町の

条例によって定められています。

　災害現場では、消防職員と消防団員が互いに協

力し合って活動します。

　消防団の歴史は古く、江戸時代に八代将軍徳川

吉宗が、江戸南町奉行の大岡越前守に命じ、町火

消し「いろは四八組」を設置させたことが始まり

といわれています。その後、「消防組」や「警防

団」を経て、昭和22年の消防組織法の制定により

「消防団」となりました。

　舟形町の消防団の歴史は、昭和29年の町制施行

と時を同じくして始まり、同年12月に舟形町消防

団結団式が行われ、15消防分団、約600名の消防

団員によってスタートしました。

　その後、消防分団の再編が行われたり、女性消

防団を結成するなどして、現在は1消防団本部、７

消防分団（21部）で構成されています。

　また、今年度から最上広域消防の体制が変わっ

たことなどから、消防団への期待は増しています。

知っていますか？
わが町の消防団
知っていますか？
わが町の消防団

消防団とは

舟形町消防団マップ

舟形町消防団組織図

消防団の歴史と現状

第１分団
　 １部（野）

　　　　 １０部（幅）
　　　　 １６部（長尾）

消防団本部

女性消防団

町長 第４分団
 　７部（紫山）

　　　　 １８部（大平）
　　　　 １９部（沖の原）

第５分団
　 ８部（長者原）

　　　       ９部（富田１・２）
　　　　 １１部（福寿野・馬形）

第６分団
 １２部（堀内・瀬脇）

　　　　 １５部（実栗屋）
　　　　

第７分団
 １３部（洲崎・横山）

　　　　 １４部（西又・松橋）
　　　　 ２０部（真木野・新堀）

第２分団
　 ２部（長沢１・２・３）

　　　　　 ３部（内山）
　　　　 １７部（経壇原）

第３分団

　 ４部（一の関）
　　　       ５部（舟形１・２、西堀）
　　　　 　６部（舟形３・４）
　　　　 ２１部（太折）

第１分団

第２分団第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第３分団
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　消防団員は、実際の災害現場での活動はもちろんのこと、そうした

災害に備えて、さまざまな訓練などに励んでいます。

　消防団員は、実際の災害現場での活動はもちろんのこと、そうした

災害に備えて、さまざまな訓練などに励んでいます。

　消防団の主要な任務として、火災の消火活動があります。ここでは、最

上管内と町内の火災の発生状況などについてデータをもとに紹介します。

　消防団の主要な任務として、火災の消火活動があります。ここでは、最

上管内と町内の火災の発生状況などについてデータをもとに紹介します。

○予防活動 

　年末の見回りや火災予防週間中はもちろん、地

域に対する火災予防の呼びかけや警戒活動を行

なっています。災害を未然に防ぐ予防活動が消防

団にとって一番重要な活動といえます。

○消防活動

　災害が発生した場合には、消防本部や支署など

とともに、迅速に消火活動や救出活動を行い、人

命・財産など、私たちの暮らしを守っています。 

　町春季消防演習は、災害に備えて実

力ある消防団を育成するために毎年行

われます。

　５月５日に開催された演習には、町

消防団員ら約500人が参加。加藤憲彦

団長を先頭に団員が舟形本町通りを分

列行進した後、団員による小中隊訓練

などを行いました。
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○地域の防災力強化への協力

　災害発生時には、多くの避難者や負傷者の発生

が予想されます。消防団員は住民一人ひとりの防

災力を高めるための協力を行なっています。 

○日々の訓練活動 

　消防活動には、専門的な知識と技術が必要です。

災害時に迅速かつ安全・適切に行動できるよう消

火訓練や水防訓練などを行なっています。

　平成11年と平成22年を比べると団員数が60人減

少しており、特に25歳までの若年団員が少なく

なっているのが分かります。新入団員の確保が課

題の一つとなっています。

　また、労働環境の変化などから、企業に勤める

団員、いわゆる「サラリーマン団員」が増えてい

ます。日頃の研修や訓練に参加しにくく、いざと

いう時の呼び出しに対応できない、といった状況

が少なくありません。

　最上管内の平成21年の総火災件数は38件で、そ

の内訳は建物火災20件、林野火災６件、車両火災

３件、その他火災９件となっています。人口1万人

あたりの出火率は約4.4件、約9.6日に１件の割合

で火災が発生しています。

　舟形町では昨年は無火災でしたが、過去５年間

では計13件の火災が発生しています。また、昨年

は行方不明者の捜索などに延べ515名の消防団員

が出動しています。

これがわたしたち
消防団の活動です
これがわたしたち
消防団の活動です

火災や災害は
どれぐらい発生しているの？
火災や災害は
どれぐらい発生しているの？

町春季消防演習

　町夏季非常召集訓練は、消防ポンプ

の迅速な出動と適切な火災防御を行う

ために毎年行うものです。

　７月11日に、経壇原地区で林野火災

が発生したことを想定して行われまし

た。また、地域の方も消化器などで初

期消火訓練に取り組みました。

町夏季非常召集訓練

　消火活動を円滑に行うための町消防

ポンプ操法大会とポンプ性能検査が毎

年行われます。６月27日に行われた第

51回町消防ポンプ操法大会の結果は次

のとおりです。

　優　勝　第４分団７部（紫山）

　第２位　第５分団９部（富田）

　第３位　第３分団21部（太折）

町消防ポンプ操法大会

　実践的な訓練を実施するため町総合

防災訓練が毎年行われます。

　昨年10月18日に行われたこの訓練

は、長者原地区が主会場。震度６強の

地震が発生したという想定で、消防団

員や地域の方が避難訓練や火災防御訓

練などを行いました。

町総合防災訓練
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　舟形町消防団へは、舟形町に居住しているか勤務している方で18歳以

上の健康な方であればどなたでも入団することができます。

　舟形町消防団は、消防団員数の減少や団員の高年齢化が進んでおり、若

い方の力を必要としています。また、幅広い分野で活躍する女性の消防団

員も募集しています。

～　消防団員の待遇　～
○報酬・費用弁償／消防団活動に対して報酬が支給されます。
○補償制度（公務災害補償）／消防団員として活動中、不幸にして死亡・負傷または
障害を受けたときには、療養補償や休業補償などの補償制度があります。
○福祉共済・火災共済制度／消防団員福祉共済に加入しており、入院見舞金などが支
給されるほか、火災共済制度への加入斡旋も行なっています。
○退職報償制度／永年消防団活動に従事して退団したとき、階級及び在団年数に応じ
て退職報償金が支給されます。
○その他／表彰制度や互助年金制度などがあります。

地域の安全を守る
仲間になりませんか？

地域の安全を守る
仲間になりませんか？

　家族を持ち、地域の大切さを感じながら消防団で活動しています。仕事

とは違う厳しさもありますが、「自分たちのまちは自分たちで守る」とい

う想いは大きなやりがいにつながっています。

　消防団員は決して特別なことをしているわけではありません。みなさん

にも普段の訓練や操法大会などを見に来ていただき、私たち消防団の活動

を通じて、火災や災害に対する知識を得ていただければと思います。

　女性消防団は、20代から50代の14人のメンバー

で構成されています。さまざまな職種の方が集ま

っていますが、全員が「安心・安全を守るため

に」という志のもと、活動しています。

　以前は消防団に関する知識は全くなく、非常に

遠い存在でしたが、女性だからこその視点で活動

できないかと思い、入団しました。

　活動は多岐にわたり、心肺蘇生法やＡＥＤの取

り扱い説明、広報紙の発行などを行なっています。

みなさんの防火意識の向上へ少しでも貢献したい

です。今後も、より多彩に、より身近な活動を通

じて、みなさんの安心・安全を確保していきます。

　新潟中越地震や宮城・岩手内陸地震などで、地域に密着した消防

団が大活躍したことはご承知のとおりです。地域防災の担い手とし

て消防団に対する期待が、ますます大きくなっております。建物火

災や林野火災での消火活動はもちろんですが、地域防災のリーダー

として、防災まちづくりに参画することが求められています。

　このような消防団活動は、地域のみなさまのご支援やご家族の支

えがあればこそ、できることであります。

　これからの消防団は、最上広域消防署と協力し英知を結集し、よ

り積極的な消防団活動を推進し、町民の安心・安全の確保のため邁

進していきます。

　「車の両輪」。これが消防団と消防署の関係だと思

います。どちらかが欠けても、円滑な活動は難しく

なります。特に、捜索救助や林野火災など広範囲に

及ぶ場合は、多くの人員が求められますので消防団

の力は必要不可欠です。

　最上広域消防体制が変わり、南支署が１町１村を

守る拠点となったことからも消防団の協力はとても

重要です。予防活動など「自分たちのまちを自分た

ちで守る」という消防団精神は地域の安全・安心に

直結しています。

　舟形地区は救急出場件数が多くなっています。た

くさんの団員の方が救命講習などで救急法の技術を

身につけていくことも大切なことです。

　当社では、地域貢献の一環として、従業員のボ

ランティア活動をバックアップしています。特に、

人の命や財産にかかわる消防活動は、より多くの

人の様々な協力が必要と考えています。今回の登

録を契機として、「地域優先」の考えのもと、従

業員が消防団員として活動しやすい環境整備に一

層努めていきたいと考えています。

【消防団協力事業所表示制度】

　消防団員は、人数の減少と就業構造の変化に伴

い、その約70％が「サラリーマン団員」です。こう

した状況を踏まえ、消防庁と各自治体が、勤務時間

中の消防団活動への便宜、従業員の入団促進など、

消防団活動に協力的な事業所を「消防団協力事業

所」として認定する制度です。

　わたしたちの安全・安心を守るため、日々さまざまな活動を

行なっている消防団員の方、その活動に協力している方などに

お話を伺いました。

地域の安全のために
消防団と地域が協力
地域の安全のために
消防団と地域が協力

▼入団に関する問い合わせ／
舟形町役場総務課情報管財班　☎（32）２１１１（内線241）

舟形町消防団
第２分団第３部　長沢憲一さん

　消防団の仲間を募集します！地域の仲間とともに

一丸となって地域の安全を守っていきませしょう。

　消防団の仲間を募集します！地域の仲間とともに

一丸となって地域の安全を守っていきましょう。

最上広域消防署

～消防団との連携強化～

最上広域消防署

～消防団との連携強化～

団
長

〜
地
域
防
災
の
担
い
手
〜

舟
形
町
消
防
団

団
長

　加
藤
憲
彦
さ
ん

団
長

〜
地
域
防
災
の
担
い
手
〜

舟
形
町
消
防
団

団
長

　加
藤
憲
彦
さ
ん ～家族からのメッセージ～

　沼澤科子さん・莉緒ちゃん

　危険が伴う任務で心配ですが、地域の安全を

守るためには誰かがやらなければいけないと思

います。そんな主人を頼もしく、誇りに思って

います。見守ることしかできませんが、私たち

のために、地域のために頑張ってください。

最上広域消防署南支署長　八鍬則明さん（写真 左）と
南支署職員のみなさん
最上広域消防署南支署長　八鍬則明さん（写真 左）と
南支署職員のみなさん

消防団員募集！

みんなで守る地域の安全

舟形町消防団
第３分団第５部　沼澤圭治さん

株
式
会
社

　伊
藤
組

専
務
取
締
役

　伊
藤
重
信
さ
ん

団員
～それを支える家族～

女
性
の
視
点

〜
通
称
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」〜

地
域
の
協
力

〜
消
防
団
協
力
事
業
所
〜

舟形町消防団
第３分団第５部　沼澤圭治さん

株
式
会
社

　伊
藤
組

専
務
取
締
役

　伊
藤
重
信
さ
ん

団員
～それを支える家族～

女
性
の
視
点

〜
通
称
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」〜

地
域
の
協
力

〜
消
防
団
協
力
事
業
所
〜

女
性
消
防
団

部
長

　大
場
美
奈
子
さ
ん

女
性
消
防
団

部
長

　大
場
美
奈
子
さ
ん
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64

　６
月
28
日
、
64
名
の
参
加
者
の
も
と
、

高
崎
経
済
大
学
の
櫻
井
常
矢
准
教
授
を
迎

え
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
櫻
井

先
生
は
、
県
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
促

進
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
地
域
活
性
の
仕

掛
け
人
で
す
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
ら

れ
た
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
。
参
加
者
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
話
し
合
い
）
で
自
分

た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

役
場
に
は
限
界
が
あ
る

　「
役
場
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
よ
く
あ
り
が
ち
な

『
何
で
も
役
場
任
せ
』
か
ら
抜
け
出
し
、

地
域
の
形
を
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
役
場
に
、
地
域
ご
と
に
違
う
課
題

を
解
決
し
て
も
ら
う
こ
と
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
」
と
話
す
櫻
井
先
生
。
地
域
に
は

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
多
種
多
様
な

課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
櫻
井
先
生
は
、

そ
れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に

住
む
人
た
ち
の
「
話
し
合
い
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　み
な
さ
ん
の
地
域
は
「
話
し
合
い
」
が

で
き
て
い
ま
す
か
？

本
当
に
必
要
な
も
の
は
？

　「
地
域
づ
く
り
は
地
域
の
役
員
な
ど
の

限
ら
れ
た
男
性
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
」

女
性
や
若
者
の
頑
張
り
を
地
域
で
支
え
る

こ
と
が
良
い
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
事

例
を
紹
介
。
ま
た
、「
対
応
力
の
弱
く
な
っ

た
地
域
は
、
形
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
生
き
て
い
く
の
が
精
一
杯
な
こ
の
時

代
で
地
域
の
方
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く

の
も
一
つ
の
方
法
。
し
か
し
、
そ
こ
で
大

切
な
の
は
『
本
当
に
こ
の
地
域
に
必
要
な

も
の
は
何
か
』
を
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

　み
な
さ
ん
の
地
域
に
本
当
に
必
要
な
も

の
は
何
で
す
か
？

会
議
で
は
な
い「
話
し
合
い
」

地
域
づ
く
り
合
同
研
修〝
話
し
合
い
〞が
拓
く
地
域
づ
く
り

～櫻井先生のプロフィール～
高崎経済大学地域政策学部准教授。山形県村山
市出身。市町村自治体を中心に住民自治・市民
協働に関する政策アドバイザーを務める。内閣
官房・総務省地域経営塾講師〝地域経営の達人″。

　今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、

「
地
域
の
課
題
・
困
り
ご
と
・
守
り
た
い

も
の
」。
11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自

分
た
ち
の
地
域
へ
の
真
剣
な
想
い
を
話
し

な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
『
話
し

合
い
』
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者

　名
の
主
な
感
想

○
町
内
会
で
実
施
し
た
い
。

○
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場

を
作
っ
て
欲
し
い
。
30
〜
40
歳
代
、
50
〜

60
歳
代
対
象
の
会
な
ど
も
行
な
っ
て
い
く

と
面
白
い
の
で
は
。

○
現
実
的
で
楽
し
い
話
し
合
い
だ
っ
た
。

○
今
日
の
続
き
を
も
う
一
度
し
て
欲
し
い
。

○
意
見
や
想
い
を
存
分
に
出
せ
る
研
修
で

楽
し
か
っ
た
。

○
話
の
内
容
も
明
快
で
理
解
で
き
た
。
先

生
に
は
、
私
の
町
内
会
へ
来
て
欲
し
い
。

○
時
間
が
な
く
理
解
せ
ず
に
終
え
た
。

○
み
な
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
感
激
。

○
意
見
を
受
け
止
め
て
も
ら
え
る
環
境
作

り
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

○
違
う
年
代
の
方
と
話
し
合
う
機
会
が
無

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ

っ
た
。

テーマ「地域の課題・困りごと・守りたいもの」

「ワークショップ」をしてみよう

テーマ「地域の課題・困りごと・守りたいもの」

【準備するもの】
大判用紙・ペン・ふせん紙

地域を想う心

　今回、櫻井先生から紹介された「話し合い」の手法は『ワー

クショップ』といわれるものです。意見を「紙に書く」という

少しの工夫で話し合いの効果は大きく広がります。

【ワークショップの特徴】
　○参加者全員が意見を言える　○意見を把握・整理しやすい

　○前回参加できなかった人を含めた全員で振り返りができる

【ワークショップのやり方】
　テーマを決める　⇒　意見を書く　⇒　同じ意見を集約する

　⇒　具体的に掘り下げる　⇒　解決策を探る　⇒　具体的な活動へ

　町では、地域の課題解決に向けて活動する町内会などを募集。

支援が決定した町内会の取り組みを紹介します。

～木友町内会（会長佐藤 光晴さん）～

　一人暮らしや高齢者のみの世帯が約50％を占める木友町内会。

話し合いの結果、安心安全な町内会づくりのため、高齢者などの

見守りや声掛けを行う「自主防災組織」の設立を決定しました。

　７月３日、設立総会を開催。この中でもワークショップによる

話し合いがされ、今後の取り組みについてみんなで考えました。

　秋
に
は
第
２
回
目
の
地
域
づ
く
り
研
修

会
を
夜
間
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
班

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
326
）

地域づくり支援事業で「話し合い」の場をサポート

ワークショップでの
意見を共有
ワークショップでの
意見を共有

参加者全員が意見参加者全員が意見 紙に書く紙に書く

櫻
井 

常
矢 

准
教
授

（
高
崎
経
済
大
学
）

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　こ
れ
ま
で
は
、
「
行
事
や
活
動
な
ど
何

を
し
た
か
」
＝
「
地
域
づ
く
り
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

本
当
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
前
の
「
話
し

合
い
」
で
地
域
の
課
題
な
ど
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
方
法
を
よ
り
多
く
の
人
で
探
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
、
と
櫻
井
先
生
は
話

し
ま
す
。

　ま
た
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
は
、
何
か
を

決
め
る
『
会
議
』
か
ら
は
出
に
く
い
。
膝

を
突
き
合
わ
せ
て
『
自
由
に
話
し
合
う
』

こ
と
が
大
切
で
す
。

　み
な
さ
ん
の
地
域
は
い
わ
ゆ
る
「
会

議
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　櫻
井
先
生
は
、「
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し

の
中
で
、
人
の
失
敗
を
認
め
ら
れ
な
い
関

係
で
あ
れ
ば
地
域
づ
く
り
に
明
日
は
な

い
。」
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。



広報ふながた 22.7｜1011｜広報ふながた 22.7

小国さんのつくる「りんどう」

（販売期間は、７月下旬～１１月初旬まで
　　　　　　　　時期により品種は異なります）　

お買い求めは…  フレンドファーム  ☎(32)3877
1束（約15本）1,000円【予定】

　お客様の信頼と送られた人の喜ぶ顔が第一

です。期間を通じて高品質のりんどうを届け

られるように努力しています。

　当面の目標は「１００万本」を出荷するこ

と。舟形のりんどうは素晴らしいと言ってい

ただけるように頑張ります。

　りんどうは特別な鮮度保持剤を使わなくても、

長期間観賞できます。

　切り口が汚れると、鮮度が悪くなりやすいので、

切り口を再度切り直し、こまめに水換えすると、

さらに花を長く楽しむことができます。新盆・旧

盆などにご利用ください。

●取材を終えて…

　まっすぐな茎に咲く凛とした青紫の花。小国さんのまっ

すぐな性格とりんどうに懸ける想いそのもののようです。

フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

小
国
浩
文
さ
ん
（
舟
形
第
３
）

　一
念
発
起

　ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
茎
に
、
青
紫
の

花
を
咲
か
せ
る
「
り
ん
ど
う
」
。
り
ん

ど
う
は
品
種
が
と
て
も
多
く
、
７
月
中

旬
か
ら
11
月
中
旬
頃
ま
で
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　平
成
18
年
に
「
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
小
国
浩
文
さ
ん

（
舟
形
第
３
）
。
小
国
さ
ん
は
、
以
前

は
建
設
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
舟
形
町
の
り
ん
ど
う
を
」
と
一
念
発

起
し
て
、
り
ん
ど
う
栽
培
農
家
へ
転
身

し
ま
し
た
。

　山
形
県
で
は
中
山
間
地
の
転
作
作
物

と
し
て
定
着
。
最
上
地
域
で
は
鮭
川
村

で
栽
培
が
盛
ん
で
、
気
象
条
件
が
り
ん

ど
う
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

約
40
年
前
か
ら
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　小
国
さ
ん
は
、
鮭
川
村
で
バ
ラ
の
栽

培
で
も
有
名
な
（
有
）
熊
谷
園
芸
の
代

表
取
締
役

　熊
谷
市
夫
さ
ん
か
ら
栽
培

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
本
格
的
に
出
荷
を
開
始
し
、
現
在

は
70
ａ
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　す
べ
て
が
手
作
業

　り
ん
ど
う
栽
培
は
、
苗
を
植
え
付
け

て
か
ら
本
格
的
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
３
年
が
必
要
で
す
。
多
年
草

で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
は
７
〜
８
年
程

度
続
け
て
採
花
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
土
づ
く
り
や
ネ
ッ
ト
張
り
、
追
肥
、

芽
整
理
、
病
害
虫
駆
除
な
ど
手
間
も
か

か
り
ま
す
。

　草
刈
り
な
ど
の
畑
の
管
理
か
ら
収
穫

に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
が
手
作
業
。
毎

日
、
畑
に
出
て
隅
々
ま
で
目
を
行
き
届

か
せ
、
大
切
に
育
て
ま
す
。
最
盛
期
に

は
、
舟
形
第
３
町
内
会
の
方
か
ら
手
伝

っ
て
い
た
だ
い
て
の
出
荷
に
追
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
露
地
栽
培
の
た
め
、
春
の

苗
の
植
え
付
け
か
ら
天
気
を
心
配
す
る

毎
日
が
続
き
ま
す
。

　夏
の
太
陽
に
輝
く
り
ん
ど
う
は
、
手
間

の
分
だ
け
美
し
さ
が
磨
か
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。「
素
朴
な
が
ら
も
、
し
っ
と
り
と

し
た
美
し
さ
…
。
山
形
の
り
ん
ど
う
は
、

大
産
地
の
も
の
よ
り
評
価
が
高
い
ん
で
す

よ
。
」
と
日
焼
け
し
た
笑
顔
で
小
国
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　凛
と
し
た
青
紫
の
花

　主
な
出
荷
先
は
、
関
東
圏
で
「
世
田
谷

花
き
」
な
ど
。
近
年
は
気
軽
に
飾
れ
る
よ

う
、
茎
が
細
い
も
の
が
人
気
で
、
色
は
ピ

ン
ク
や
黄
緑
な
ど
多
彩
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
小
国
さ
ん
も
「
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
し
な

の
」
な
ど
十
数
種
類
を
育
て
ま
す
。
中
で

も
、
一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
り
ん

ど
う
ら
し
い
「
青
紫
の
花
」
を
咲
か
せ
る

品
種
の
栽
培
。
関
係
者
か
ら
は
、
色
が
濃

く
、
純
朴
で
美
し
い
と
好
評
で
す
。
ま
た
、

山
形
県
り
ん
ど
う
生
産
研
究
会
に
も
所
属

し
て
い
て
、
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
の
り
ん
ど

う
「
ハ
イ
ネ
ス
ホ
ワ
イ
ト
」
の
知
名
度
向

上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　舟
形
地
区
の
裏
の
山
に
広
が
る
小
国
さ

ん
の
畑
。
「
舟
形
町
の
り
ん
ど
う
を
作
り

た
い
」
と
い
う
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
が
、
凛

と
し
た
青
紫
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

〜
ま
っ
す
ぐ
な
茎
に
青
紫
の
花
〜

〜
ま
っ
す
ぐ
な
茎
に
青
紫
の
花
〜

特集シリーズ⑳特集シリーズ⑳

ふ
な
が
た

ふ
な
が
た「
お
宝
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山形ふながたの「りんどう」

出荷を待つ「りんどう」

信頼第一

　花言葉は「誠実」「あなたの悲しみに寄添う」とあるように、どこか
控えめで、派手過ぎず、さりげない気品が漂う「りんどう」。
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』宅急便」記念
すべき第20回は、フレンドファームの「りんどう」を紹介します。

「
お
宝
」
募
集
中
！

　商
品
や
農
作
物
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

長く楽しめます!!長く楽しめます!!



広報ふながた 22.7｜1213｜広報ふながた 22.7

【野　球】
　ＶＳ金山中　０－５　準優勝

【卓　球】
　女子団体　３位

　男子シングルス　３位　渡辺雄大（県大会出場）

　女子シングルス　２位　八鍬沙也夏（県大会出場）

【バドミントン】
　男子団体　準優勝（県大会出場）

　男子シングルス　３位　髙橋駿太、冨樫魅鹿（県大会出場）

　ダブルス女子　　３位　浅沼夏帆・森　愛里（県大会出場）

【バレーボール】
　ＶＳ鮭川中　１－２

　　　決勝トーナメント１回戦敗退

【ソフトテニス】
　男子団体　予選リーグ敗退

　女子団体　予選リーグ敗退

【剣　道】
　男子個人　優勝　阿部大輔（県大会出場）

【柔　道】
　55㎏以下　準優勝　須藤優吾（県大会出場）

【相　撲】
　団体１部　優勝　原田純也・西尾浩暉・田中　京

　　　　　　　　　　　　　　　　　（県大会出場）

　個人１部　優勝　原田純也（県大会出場）

　個人３部　優勝　西尾浩暉（県大会出場）

　６月19日㈯～20日㈰、26日㈯～27日㈰にかけ、最上地区中学校総合体育大会が新庄市体育館

などを会場に開催。我らが舟形中学校は、堂々と力強く戦いました。勝敗に関係なく「舟中魂」を発揮して

戦った姿は、たくさんの方の心を動かしました。

　また、県大会に出場する舟中生をみんなで応援しましょう。

【陸上競技】

【男子】

　男子共通４００ｍ　　第１位　伊藤和明（県大会出場）

　男子共通４種競技　　第２位　伊藤和明（県大会出場）

　男子共通４種競技　　第７位　森晋太郎

　男子共通１１０ｍＨ　第４位　磯谷悠斗

　低男子４００ｍＲ　　第７位　阿部誓哉・斉藤隼人
　　　　　　　　　　　　　　　眞見　剛・佐藤湧輔

　共通男子４００ｍＲ　第７位　森晋太郎・狩野勇樹
　　　　　　　　　　　　　　　磯谷悠斗・伊藤和明

【女子】

　女子砲丸投げ　　　　第４位　叶内友里（県大会出場）

　女子共通２００ｍ　　第５位　髙橋瑞希

　低女子４００ｍＲ　　第５位　髙橋瑞希・磯谷瑠香
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤早咲・早坂奈津美

最上地区中学校総合体育大会の結果

燃え立つ！ 舟中魂

　  政　党　名

幸福実現党

みんなの党

民主党

女性党

自由民主党

新党改革

社会民主党

たちあがれ日本

日本創新党

国民新党

公明党

日本共産党

得票数 　

11票

426票

925.5票

19票

1,386.5票

32票

193票

24票

109票

75票

432票

96票

　20歳に到達した方は選挙権を得ることとなりますが、住民登録をしている市町村に実際に

住んでいない場合、選挙人名簿から名前が削除され、選挙権がない状態になります。

　そのため、選挙管理委員会では20歳に到達し、新たに選挙権を得た方が実際に住んでいる

かどうかの調査（居住地実態調査）を行なっています。調査の結果、本人もしくはご家族の

方から「舟形町内に居住していない」という回答を得た場合は、舟形町の選挙人名簿には登

録されず、選挙権がない状態となります。

　その後、舟形町に実際に居住することになったときは、選挙人名簿に登録することができ

ますので、舟形町選挙管理委員会に申し出てください。申し出がなされ、その事実が確認で

きた日から、３ヶ月以後における定時登録または選挙時登録の際に選挙人名簿に登録されま

す。申し出ないと登録されませんのでご注意ください。

　また、住民票を現在居住の市町村へ異動しないと、いずれの選挙人名簿にも登録されず、

全ての投票ができません。選挙権を回復するためにも、現在居住している市町村へ住民票を

移すことをお勧めします。

　なお、住民票を移すと、その市町村において選挙権が得られることとなります。

　▼問い合わせ／舟形町選挙管理委員会　☎（32）２１１１（内線232）

<山形県選出議員選挙>（　　）前回比
当日有権者数　5 , 2 6 2人（△154人）
投票総数　　　4 , 0 0 1人（△244人）
投票率　　　　76 . 0 4%（△2.34％）
期日前投票者数　776人（287人）
確定時刻／午後９時35分

<比例代表選出議員選挙>（　　）前回比
　当日有権者数　5 , 2 6 2人（△154人）
　投票総数　　　3 , 9 9 9人（△246人）
　投票率　　　　76 . 0 0％（△2.38％）
　期日前投票者数　778人（289人）
　確定時刻／午後10時55分

20歳になったのに選挙権がない！なぜ？20歳になったのに選挙権がない！なぜ？20歳になったのに選挙権がない！なぜ？

候補者氏名 得票数

川野ひろあき（みんなの党）

太田　としお（日本共産党）

岸　　宏　一（自由民主党）

梅津ようせい（民主党）

347

149

2498

939

無効／68
無効／270

※得票数は党投票と比例名簿登載者投票の合計数

第22回参議院議員通常選挙結果
（舟形開票区） 平成22年7月11日執行
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　7月5日、舟形町保護司会（会長伊藤清紀さん）と

人権擁護委員の方々５名が舟形駅や各小中学校で生徒

児童や教職員に対して合同の呼びかけを行いました。

　保護司は、犯罪や非行をした人の改善更生を助ける

ボランティアで、犯罪や非行防止の啓発も行います。

また、人権擁護委員は、人権相談や身の上相談を受け

るなど人権侵害の防止に努めています。

合同で呼びかけ

　７月６日、介護予防いきいきサポーター（代表

沼澤紀美子さん）11名がほなみで七夕お茶会を行

いました。裏千家流の沼澤仲子さんが点てたお茶

に、ほなみの利用者の方は「結構なお手前で

す。」と心安らぐひと時を満喫されました。

　自分たちの介護予防の活動を中心にボランティ

アなどを行なっているこの団体は、毎週月曜日に

清流荘で活動しています。

お茶に安らぐ
　「忘れじの 行く末までは かたければ…」　

　儀同三司母の歌を６年生が大きな声で詠みあげます。

７月16日、舟形小学校が百人一首集会を開催。英語

活動とともに日本の古い文化も大切にしていこうと百

人一首に取り組んで４年目を迎えます。百人一首クイ

ズなどで和歌に親しみました。

　すでに百首を暗記した３年生の沼澤愛さんは「寝る

前にお母さんと練習しています。」と話していました。

名歌の魅力を味わう

　７月６日、長沢小学校が最上広域教育研究セン

ターの職員３名を講師に迎え、「わくわく科学教

室」を行いました。児童らは、水素と酸素が結合

するエネルギーで走る電池自動車や手回し発電で

動く電車など、「エネルギー」をテーマにした実験

で科学の楽しさを味わいました。

　この教室は、夏休みに自由研究を宿題としてい

る同校が、実験を通して科学に興味を持ってもら

おうと企画したものです。

　みなさんこんにちは！「山ちゃん」ことチャレンジ農業推進指
導監の山川です。今月は「やまがた地鶏」への取組を紹介します。
　６月24日、ふわふわで超かわいい!! ふ化してすぐの雛が舟形
に到着。鶏舎に入った雛は、迷わず水へ向かいました。少し落ち
着いてくるとおなかが空いたと「ピーピー」鳴き始めます。飼料
を与えられてやっと、落ち着きを取り戻したようでした。
　鶏は初めて見た動くものを親だと思って、追っかけてくるんで
すよ。おかげで、飼主の庄司市雄会長は、かわいいやら心配やら
で、眠れない夜を過ごしたそうです。
　これから140日間、溢れる愛情で飼養します。

姿を変えるエネルギー

　6月25日～27日にかけ第32回東北高等学校空手

選手権大会が岩手県で開催され、新庄北高校２年生

の坂上愛さん（堀内）が女子個人形に出場。スーパ

ーリンペイ（形の名前）で準優勝に輝きました。

　昨年の国体では５位に入賞した坂上さん。「８月

８日から沖縄県で行われるインターハイではこれま

で支えてくれた方々に感謝して全力でベストを尽く

します。」と話しました。頑張れ！愛ちゃん！！

頑張れ！愛ちゃん!!

　７月７日、舟形ほほえみ保育園で七夕お

楽しみ会が行われ、園児155名が短冊に

願いを込め、笹飾りにつるしました。

　７月14日、もがみ南部商工会青年部舟形

支部６名が若あゆ温泉駐車場のライン引きを

ボランティアで行いました。

　７月４日、10名の子どもたちが参加しての

猿羽根太鼓後継者子ども教室が龍連山先生の指

導で開催。ふながた若鮎まつりで発表します。

　6月25日、「ふれあい育児の広場」が十

二河原河川公園で行われ、親子ら約50名が

青空にシャボン玉を飛ばしました。

　７月11日、シマノジャパンカップ鮎釣り選

手権大会が行われ166名が参加。安食正男

選手（舟形第１・写真左）が第２位に。

　７月10日、Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

でカヌー教室を開催。参加者４名はパドル

の使い方など基礎から楽しく学びました。

広報ふながた 22.7｜1415｜広報ふながた 22.7
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（
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）

舟形若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用ください。
８月の舟形若あゆ温泉の休館日は、４日（水）

タバコは町内で買いましょう。
５月のタバコ税は1,113,591円

　「ピートでピッツァを作ったら
楽しくなるかもしれないぞ」 お父
さんはさっそく生地をこねはじめ
ました。どんなピッツァが出来上
がるのでしょう。

　「でもな、あきら。模様のある
皿は取るなよ。これは男の約束。
分かったな。」母ちゃんが留守の
昼ご飯。父ちゃんとあきらの大作
戦が始まった！
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子
（
内

　
　山
）

ぼ
う
た
ん
の
う
ふ
ふ
と
笑
ふ
傘
の
下

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　高

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

か
き
つ
ば
た
尼
僧
の
美
し
き
礼
所
か
な

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　岸

　
　
　良

　子
（
長
沢
第
三
）

万
緑
の
空
を
つ
ん
ざ
く
訓
練
機

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

さ
ん
さ
ん
と
陽
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　高

　橋

　真

　澄
（
長
沢
第
三
）

藤
の
花
か
ん
ざ
し
揺
れ
る
舞
妓
は
ん

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　渡

　部

　捷

　一
（
光

生

園
）

ひ
ね
も
す
を
風
に
揺
ら
る
ゝ
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　原

　田

　正

　昭
（
光

生

園
）

遠
出
し
て
つ
ゝ
じ
の
山
を
愛
で
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　後

　藤

　ふ

　み
（
光

生

園
）

深
緑
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
元
気
な
り

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　八

　鍬

　真
貴
子
（
光

生

園
）

食
卓
の
ワ
ラ
ビ
叩
き
に
子
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　阿

　部

　久

　子
（
光

生

園
）

紫
陽
花
の
パ
レ
ッ
ト
に
咲
く
や
癒
や
し
色

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　加

　藤

　郁

　子
（
光

生

園
）

紫
陽
花
の
花
見
て
思
う
西
の
空

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　大

　山

　智

　栄
（
光

生

園
）

田
植
へ
終
え
願
い
を
込
め
て
恵
み
待
ち

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　叶

　内

　幸

　恵
（
光

生

園
）

つ
ば
め
の
子
三
羽
並
ん
で
親
を
待
ち

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　坂

　井

　博

　美
（
光

生

園
）

は
え
ぬ
き
の
つ
や
姫
愛
で
る
豊
の
秋

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　高

　倉

　山

　人
（
光

生

園
）

靜
か
な
る
闇
に
意
の
ま
ま
蛍
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　髙

　橋

　信

　子
（
長
沢
第
三
）

角
上
げ
て
宙
に
と
ど
め
ん
蝸
牛

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　吉

　田

　明

　美
（
舟
形
第
三
）

七
変
化
雨
の
晴
間
の
薄
化
粧

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

撓
つ
く
り
小
雨
に
舞
え
し
ほ
た
る
草

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　小

　野

　美
知
子
（
舟
形
第
四
）

思
ひ
み
る
長
き
う
つ
し
世
夏
の
月

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　鈴

　木

　谷
五
郎
（
西

　
　堀
）

（
お
詫
び
と
訂
正
）

　広
報
６
月
号
の
短
歌
に
印
刷
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

山
毛
﨔
若
葉
翡
翠
色
に
染
ま
り
ほ
ぐ
れ
ふ
る
月
山
嶺
の
木
洩
日
そ
め
て

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

  

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

　
　
　事
前
申
請
に
つ
い
て

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば

短
歌

俳
句

あなたの声をお寄せ下さい

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。

７月の納期

◆国民健康保険税
◆介護保険料
◆後期高齢者医療保険料

忘れずに納税しましょう。

８月２日（月）まで

（
質
問
）

　先
日
、
若
あ
ゆ
温
泉
に
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
び
に
行
き
ま
し

た
。
き
れ
い
な
自
然
の
中
、
広
場

の
遊
具
も
新
し
く
な
り
、
子
ど

も
た
ち
が
走
り
回
る
に
は
と
て

も
素
敵
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
芝
生
の
一
部
が
ハ

ゲ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

遊
び
に
来
て
い
た
若
い
お
母
さ

ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
た
め
に
除
草
剤
を

散
布
し
た
の
だ
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　せ
っ
か
く
の
景
観
が
損
な
わ

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

除
草
剤
を
散
布
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
る

の
は
怖
い
で
す
。
こ
の
広
場
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
く

つ
ろ
げ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の

で
す
か
？
別
の
場
所
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
の
コ
ー
ス
を

作
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
ア
ユ
釣
り
解
禁
が

　
　

 

　待
ち
遠
し
い
男
さ
ん
）

　子
ど
も
の
遊
ぶ
所
に
除
草
剤

を
ま
か
な
い
で
欲
し
い
。
子
育

て
支
援
な
ど
と
い
っ
て
も
お
金

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
細
や
か

な
気
配
り
が
一
番
大
切
で
す
。

本
当
の
意
味
で
子
ど
も
を
想
っ

て
欲
し
い
。（

匿
名
希
望
さ
ん
）

（
回
答
）

　私
ど
も
㈱
舟
形
町
振
興
公
社

は
、
若
あ
ゆ
温
泉
を
含
め
た

「
あ
ゆ
っ
こ
村
」
全
体
の
管
理

や
運
営
を
舟
形
町
よ
り
受
託
し

て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
多
目
的
公
園
は
、
特
別
な

利
用
が
無
い
場
合
、
健
康
増
進

の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
み
な
さ
ん
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
の
度
は
、
芝
の
管
理
で
一

部
に
除
草
剤
を
使
用
し
、
み
な

さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
心

か
ら
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
、
利
用
す
る
方
に
配
慮

し
た
管
理
を
徹
底
い
た
し
ま

す
。　

　

  

　（
舟
形
町
振
興
公
社
）

（
質
問
）

　私
た
ち
、
沖
の
原
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
有
志
会
25
名
は
、
若
あ
ゆ

温
泉
周
辺
の
環
境
美
化
に
少
し

で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
、
若
あ

ゆ
温
泉
支
配
人
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
、
３
年
間
を
目
途
に
若

あ
ゆ
温
泉
の
杉
林
の
雑
木
を
伐

採
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、
業
者
委
託
し
て
そ

の
杉
林
の
下
刈
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
そ
の
行
為
は
、
計
画
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
私
た
ち
の
善
意
を
踏
み
に

じ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

逆
撫
で
す
る
行
為
で
す
。

　舟
形
町
総
合
発
展
計
画
に
も

「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
が

効
果
的
に
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、

町
民
の
参
画
と
連
携
の
た
め
の

環
境
を
つ
く
る
。
町
内
会
の
特

色
あ
る
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。

　憤
り
を
感
じ
て
い
る
会
員
が

多
く
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
未
だ
に
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
釈
明
が
無
い
の
は

な
ぜ
な
の
か
。
取
る
に
足
ら
な

い
課
題
と
思
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

（
沖
の
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

  

有
志
会

　武
田
吉
雄
さ
ん
）

（
回
答
）

　杉
林
の
下
刈
り
は
国
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
（
失
業
し
て
い

る
方
な
ど
へ
の
雇
用
対
策
）
で

実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
雇
用

を
生
み
出
す
た
め
に
事
業
要
綱

に
合
致
す
る
道
路
や
観
光
施
設

の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　結
果
、
各
地
域
の
み
な
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
箇
所
も
行
な

っ
て
し
ま
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　高
い
志
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
る
方
々
が
気
持
ち
良
く
、
持

っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
ま
い

り
ま
す
。
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

郵　便　は　が　き

お
は
が
き

紹
介
コ
ー
ナ
ー

お
は
が
き

紹
介
コ
ー
ナ
ー

ほ
う

そ  

ら

そ

　ら

あ

て

つ

　ゆ

つ
い
り

ふ

は
は

は

　ぎ

ぶ

　な

ひ

　す

　い

　全国抑留者補償協議会舟形

支部長　佐藤　知さんよりシ

ベリア抑留者の名簿、記録、

体験などが掲載されている貴

重な図書を贈呈いただきまし

た。町中央公民館で保管して

おります。ありがとうござい

ます。

図書を寄付
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足腰を鍛えて
転倒防止
足腰を鍛えて
転倒防止
足腰を鍛えて
転倒防止

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
ご
協
力
下
さ
い
。

６月２日～７月１日届出分

男

女

計

世帯

人口と世帯

：3,094人

：3,228人

：6,322人

：1,911世帯

（－２）

（＋１）

（－１）

（－1）

（  ）は
前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,527人
女性　2,740人 計5,267人

(6/2現在）

○掲載を希望しない方は、届出の際

　にお申し出ください。

▼問い合わせ／

舟形町役場まちづくり課

企画調整班

☎（32）2111（内線324）

6
30

堀　　内 齊藤　梨央（　 　）
り　お 雄　一

文　美

一 の 関 沼澤　蒼空（　 　）
そ　ら 大　典

麻　里

長 者 原 工藤　　椎（　 　）
しい 幸　太

洋　子

□お誕生おめでとう◆

◆自分を一言であらわすと…………

◆現在のあなたは？…………………

◆好きな言葉は何ですか？…………

◆尊敬する人は？…………………… 

◆将来の夢は？……………………… 

◆趣味は？…………………………… 

◆今一番欲しい物は？……………… 

◆10年後の舟形町は？……………… 

◆成人式に向けて……………………

几帳面

介護福祉士。真心をモットーに

基礎があっての応用

姉

結婚して幸せな家庭を築くこと

ドライブ

彼女

今より人口の多い町にしていきたい

社会人として責任を持って、一日一日

充実して過ごしたい

沼澤 貴宏さん（西堀）

８
月
14
日
㈯
「
成
人
式
」
が
舟
形
中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
新
成
人
78
名
。

〜
命
を
大
切
に
し
て
、
自
分
で
考
え
て
進
み
な
さ
い
〜

洲　　崎

舟形第１

堀　　内

93（都志実）

70（本　人）

92（俊　美）

山本　久夫

早坂　一郎

伊藤　キリ

「
み
ら
い
」へ
の
手
紙

ふ
な
が
た

from

総務課　No.304

　寝たきりの原因ともなる転倒を防ぐためには、

足腰の体力アップが効果的。「今さら…」と思わ

ず体を動かすことで、筋力は年齢にかかわらず

アップします。

　家の中でもできる足腰の筋力アップトレーニン

グを紹介します。

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班　☎（32）2111 （内線351）

□おくやみ申し上げます（世帯主）◆ camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました！今年成人式を迎えました！

大場美千代さん（43歳：長沢第３）

康生くん（７歳）　健護くん（４歳）

▼手　紙：縦25×横17ほどの便箋１枚にボールペンを使って300字程度で書いてください。
▼写　真：本人の映っている写真（Ｌ版で縦に撮影）を１枚同封してください。田んぼの真ん中・野球場・小国川などあなたらしい場所で撮影してください。
▼その他：舟形町の「みらい」についてもお書き添えください。
▼宛先・問い合わせ／〒999-4601最上郡舟形町舟形263　　舟形町役場まちづくり課企画調整班　☎（３２）２１１１（内線313）

「みらい」への手紙を書いてみませんか

7月21日㈬～8月20日㈮
実施期間

◎青少年の健全育成と非行防止

◎子供と高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅

◎海・山・川での事故防止

◎街頭犯罪等の防止

　夏は長期休暇、暑さによる気のゆるみや疲労などから交通事故や水の事故などが多くなり、

青少年の非行や街頭犯罪なども増加する傾向にあります。

　この運動は、青少年の健全な育成を図るため、県民総ぐるみで“安全で明るいやまがた”

をつくることを目的に行われています。

○ゆっくりと左右

　交互に膝を伸ば

　して下ろす。

○かかとをゆっくり

　上げ、ゆっくりと

　下げる。

○イスに座った

　姿勢から立ち

　上がる。

“明るいやまがた”夏の安全県民運動

運動の重点
★８月４日㈬　午前７時～８時
　（中央公民館前）

★８月５日㈭　午前７時～８時
　（富長小学校前）

★８月11日㈬　午前10時～12時
   （亀割りバイパス
　　　　　松原パーキング）

ドライブマナー
キャンペーンの日程

こうき けんご

From FUN
AG

A
TA
 

20
10
 m
ai lNo

.9

※死亡届の提出と同時に

斎場使用日時を決めたい

場合は、８時30分～17

時15分まで（土日祝日を

含む。）に死亡届の提出を

お願いします。



努
力
し
て
結
果
が
出
る
と

自
信
に
な
る
。

努
力
し
な
い
で
結
果
が
出
る
と

お
ご
り
に
な
る
。

努
力
し
な
い
で
結
果
も
出
な
い
と

後
悔
が
残
る
。

努
力
し
て
結
果
が
出
な
い
と
し
て
も

次
の
努
力
へ
の
経
験
が
残
る
。

ど
れ
ぐ
ら
い
努
力
し
た
か

あ
と
ど
れ
ぐ
ら
い
努
力
で
き
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
と
も
）

あとがき
postscript

　７
月
４
日
の
早
朝
５
時
30
分
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
福

寿
野
公
民
館
の
大
掃
除
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
会
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
会
や
消
防
団
な
ど
の
地
域
の
方
が

気
持
ち
良
く
使
え
る
よ
う
に
、
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や
窓
ふ
き

な
ど
を
行
い
ま
す
。
大
掃
除
を
行
な
っ
た
福
寿
野
若
妻
会

（
代
表
岡
崎
千
恵
子
さ
ん
）
の
会
員
は
13
名
。
40
歳
以
下

の
「
奥
さ
ん
」
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
「
若
妻
会
」
と
い
う
組
織
は
、
婦
人
会
や
青
年
団

な
ど
と
同
じ
く
歴
史
あ
る
も
の
で
す
。
以
前
は
町
に
も
約

10
団
体
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
現
在
は
２
団
体
の
み
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
担

い
手
不
足
な
ど
で
、
ど
の
団
体
も
同
じ
よ
う
に
一
人
ひ
と

り
に
か
か
る
負
担
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　「
結
婚
後
、
生
活
環
境
が
違
う
土
地
に
移
り
住
む
こ
と

に
不
安
は
あ
り
ま
す
。
人
を
知
り
、
そ
の
土
地
に
な
じ
む

こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
こ
の
会
で
す
。
私

た
ち
に
は
、
特
別
な
こ
と
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。『
負
担

減
で
み
ん
な
が
参
加
』
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
」
と
岡
崎
さ
ん
。

　本
当
に
私
た
ち
に
必
要
な
も
の
は
何
か
…
。

　目
的
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
心
か
ら
「
楽

し
い
」
活
動
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
楽
し

い
」
そ
れ
が
、
一
番
の
地
域
の
ち
か
ら
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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